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財
政
支
出
は
約
40
兆
円

≪
緊
急
経
済
対
策
の
全
体
像
≫

４
月
７
日
に
閣
議
決
定
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
」
は
、
内
外
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
対
処

す
る
た
め
、「
前
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
財
政
・
金
融
・
税
制
と

い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動

員
す
る
こ
と
に
よ
り
、
思
い
切
っ
た

規
模
の
経
済
対
策
を
策
定
し
、
可
及

的
速
や
か
に
実
行
に
移
す
」
こ
と
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
る
。

対
策
は
、
感
染
拡
大
の
収
束
に
目

途
が
つ
く
ま
で
の
「
緊
急
支
援

フ
ェ
ー
ズ
」
と
、
収
束
後
の
経
済
の

反
転
攻
勢
に
向
け
た
需
要
喚
起
を
図

る
「
Ｖ
字
回
復
フ
ェ
ー
ズ
」
の
二
つ

に
分
け
、
①
感
染
拡
大
防
止
対
策
と

医
療
提
供
体
制
の
整
備
及
び
治
療
薬

の
開
発
、
②
雇
用
の
維
持
と
事
業
の

継
続
、
③
次
の
段
階
と
し
て
の
官
民

を
挙
げ
た
経
済
活
動
の
回
復
、
④
強

靭
な
経
済
構
造
の
構
築
、
⑤
今
後
へ

の
備
え
の
５
本
柱
で
構
成
し
て
い
る

（
図
表
１
）。

対
策
の
規
模
は
、
財
政
支
出
39
・

５
兆
円
、
事
業
規
模
１
０
８
・
２
兆

円
で
あ
り
、
安
倍
首
相
は
事
業
規
模

に
つ
い
て
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
割
に
相

当
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
に
は
昨
年
12
月
に
閣
議
決

定
し
た
「
安
心
と
成
長
の
未
来
を
拓

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

医
療
整
備
や
保
険
料
納
付
猶
予

―
緊
急
経
済
対
策
を
踏
ま
え
２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
案
編
成
―

政府は４月７日夕、改正新型インフルエンザ対策等
特別措置法に基づく緊急事態宣言を発出するととも
に、同日の臨時閣議で事業規模108.2兆円の「新型コ
ロナウイルス感染症緊急経済対策」と2020年度一般
会計補正予算案、同予備費使用を決定した。緊急経済
対策は、「緊急支援フェーズ」と「Ｖ字回復フェーズ」
の２つに分け、緊急支援フェーズでは、感染拡大防止
対策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発、雇用の
維持と事業の継続に係る支援等を行う。医療提供体制
整備の一環としてオンライン診療等の推進を盛り込ん
でおり、初診対面原則の時限的緩和や診療報酬上の取
扱い見直しを示している。厚労省は同対策を受け、
10日にオンライン診療と診療報酬上の取扱いに関す
る事務連絡を発出した。雇用関連では、社会保険料の
納付猶予について、無担保・延滞金なしで猶予できる
特例の創設を盛り込んでいる。（４月15日までの動向
を基に作成）



� 週刊社会保障　No.3068［2020. 4.20］

〇�　新型コロナウイルス感染症は内外経済に甚大な影響。世界経済は、戦後最大とも言うべき危機に直面。我が国経済は、感染症
拡大の影響により大幅に下押し、国難ともいうべき厳しい状況。先行きも、厳しい状況が続くと見込まれ、内外経済をさらに下
押しするリスクに十分注意。

〇�　「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」に加えて、新たに補正予算を編成し、前例にとらわれることなく、財政・金融・税制
といったあらゆる政策手段を総動員することにより、思い切った規模の本経済対策を策定し、可及的速やかに実行に移す必要。

〇�　第一は、感染症拡大の収束に目途がつくまでの「緊急支援フェーズ」、第二は、収束後の反転攻勢に向けた需要喚起と社会変革
の推進を図る「Ｖ字回復フェーズ」。時間軸を十分意識しながら、緊急事態宣言下での本経済対策の各施策を戦略的に実行。国民
の命と健康と生活を守り抜くとの重大な決意で、感染症の影響をしのぎ、その後の経済のＶ字回復につなげ、日本経済を持続的
な成長軌道へ戻すことを確実に成し遂げる。

〇�　引き続き、内外における事態の収束までの期間と拡がり、経済や国民生活への影響を注意深く見極めるとともに、各方面から
の要望を踏まえ、必要に応じて、時機を逸することなく臨機応変かつ果断に対応。

く
総
合
経
済
対
策
」
の
う
ち
、
今
後

効
果
が
発
現
す
る
と
見
込
ま
れ
る
も

の
や
、
今
年
２
、
３
月
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊

急
対
応
策
」
第
１
弾
、
第
２
弾
を
含

ん
で
お
り
、
今
回
の
緊
急
経
済
対
策

で
追
加
し
た
の
は
財
政
支
出
が
29
・

２
兆
円
、
事
業
規
模
で
86
・
４
兆
円

程
度
に
な
る
。
ま
た
、
全
体
の
財
政

支
出
の
う
ち
国
・
地
方
の
歳
出
は

27
・
０
兆
円
、
財
政
投
融
資
は
12
・

５
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
同
日
の
臨
時
閣
議
で
、
追

加
分
の
裏
づ
け
と
な
る
２
０
２
０
年

度
補
正
予
算
案
、
同
予
備
費
使
用
を

決
定
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
関
係
の
補
正

予
算
案
総
額
は
16
兆
７
０
５
８
億
円

で
、
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
の

繰
入
９
９
９
億
円
を
加
え
、
16
兆
８

０
５
７
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

医
療
確
保
に
交
付
金
創
設

緊
急
経
済
対
策
の
「
取
り
組
む
施

策
」
で
は
、
５
本
の
柱
ご
と
に
各
施

策
の
概
略
と
項
目
、
担
当
す
る
省
庁

を
明
記
し
て
い
る（
12
頁
参
照
）。

図表１�　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の概要（2020年４月７日閣議決定）

事態の早期収束に強力に取り組むとともに、その後の力強
い回復の基盤を築くためにも、雇用と事業と生活を守り抜
く段階
Ⅰ．感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発
１．マスク・消毒液等の確保
２．検査体制の強化と感染の早期発見
３．医療提供体制の強化
４．治療薬・ワクチンの開発加速
５．帰国者等の受入れ体制の強化
６．情報発信の充実
７．感染国等への緊急支援に対する拠出等の国際協力
８．学校の臨時休業等を円滑に進めるための環境整備

Ⅱ．雇用の維持と事業の継続
１．雇用の維持
２．資金繰り対策
３．事業継続に困っている中小・小規模事業者等への支援
４．生活に困っている世帯や個人への支援
５．税制措置

総合経済対策１ 緊急対応策第１弾・第２弾２ 新たな追加分 合計

財政支出 9.8兆円程度 0.5兆円程度 29.2兆円程度 39.5兆円程度

事業規模 19.8兆円程度 2.1兆円程度 86.4兆円程度 108.2兆円程度

（注１）「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」（令和元年12月５日閣議決定）のうち、今後効果が発現すると見込まれるもの。
（注２�）「新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策」の第１弾（令和２年２月13日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）及び第２

弾（令和２年３月10日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）に係るもの。

観光・運輸、飲食、イベントなど大幅に落ち込んだ消費の
喚起と、デジタル化・リモート化など未来を先取りした投
資の喚起の両面から反転攻勢策を講じる段階
Ⅲ．次の段階としての官民を挙げた経済活動の回復
１．�観光・運輸業、飲食業、イベント・エンターテインメ

ント事業等に対する支援
２．地域経済の活性化

Ⅳ．強靱な経済構造の構築
１．サプライチェーン改革
２．�海外展開企業の事業の円滑化、農林水産物・食品の輸

出力の維持・強化及び国内供給力の強化支援
３．�リモート化等によるデジタル・トランスフォーメーショ

ンの加速
４．公共投資の早期執行等

Ⅴ．今後への備え：新たな予備費の創設

⇒�本経済対策の全ての事項についての対応として、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるよう、「新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（仮称）」を創設。

経済の現状認識と経済対策の考え方

緊急支援フェーズ

本対策の規模

Ｖ字回復フェーズ
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援
金
も
、
対
象
と
な
る
休
暇
取
得
の

期
限
を
延
長
し
、
６
月
30
日
ま
で
と

す
る（
１
６
７
３
億
円
）。

ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
仮
称
）」
と
し
て
、
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民

生
活
を
支
援
し
地
方
創
生
を
図
る
た

め
の
費
用
を
計
上
し
た（
１
兆
円
）。

子
育
て
世
帯
へ
給
付
金

雇
用
対
策
で
は
、
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
措
置
の
さ
ら
な
る
拡
大

（
８
３
３
０
億
円
）や
中
小
・
小
規
模

事
業
者
等
の
資
金
繰
り
対
策（
３
兆

８
３
２
４
億
円
）、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
等
に
対
す
る
新
た
な
給
付
金

（「
持
続
化
給
付
金
」
２
兆
３
１
７
６

億
円
）の
創
設
を
行
う
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
一
定
程
度
収
入
が
減
少
し
た

事
業
者
の
社
会
保
険
料
の
納
付
猶

予
、
収
入
が
減
少
し
た
個
人
の
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
減

免
を
行
っ
た
市
町
村
等
に
対
す
る
財

政
支
援
等
を
行
う（
後
掲
）。

生
活
支
援
で
は
、
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
休
業
等
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に

対
す
る
新
た
な
交
付
金（「
生
活
支
援

臨
時
給
付
金（
仮
称
）」
４
兆
２
０
６

億
円
）を
創
設
す
る
。
対
象
１
世
帯

当
た
り
30
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
総
務
省
は
４
月
10
日
、

具
体
的
な
基
準
と
し
て
、
今
年
２
～

６
月
の
任
意
の
月
の
収
入
が
、
単
身

世
帯
は
10
万
円
以
下
、
扶
養
親
族
等

１
人
で
は
15
万
円
以
下
、
２
人
で
は

20
万
円
以
下（
以
後
、
扶
養
親
族
１

人
増
加
ご
と
に
基
準
額
を
５
万
円
加

算
）に
減
少
し
た
世
帯
等
と
す
る
方

針
を
示
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金（
１
６
５
４
億
円
）と
し

て
、
児
童
手
当（
本
則
給
付
）を
受
給

す
る
世
帯（
０
歳
～
中
学
生
の
い
る

世
帯
）に
対
し
、
１
万
円
の
臨
時
特

別
給
付
金（
一
時
金
）を
１
回
支
給
す

る
。こ

の
ほ
か
、
一
時
的
な
資
金
が
必

要
な
者
に
対
す
る
緊
急
小
口
資
金
等

の
特
例
貸
付（
３
５
９
億
円
）、
住
居

を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
生
活
困
窮
者

等
へ
の
支
援
の
拡
充（
27
億
円
）等
を

行
う
。

緊
急
経
済
対
策
を
受
け
て
示
さ
れ

た
具
体
的
な
実
施
基
準
や
、
補
正
予

算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
金
額
は
次
の

と
お
り
。

医
療
関
連
で
は
、
都
道
府
県
に
お

け
る
医
療
機
関
の
体
制
確
保
の
た
め

の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
包
括
支
援
交
付
金（
仮
称
）」
を

創
設
す
る（
１
４
９
０
億
円
）。
想
定

し
て
い
る
事
業
は
、
入
院
患
者
を
受

け
入
れ
る
病
床
の
確
保
、
消
毒
等
の

支
援
、
重
症
患
者
に
対
応
で
き
る
医

師
、
看
護
師
等
の
入
院
医
療
機
関
へ

の
派
遣
、
軽
症
者
の
療
養
体
制
の
確

保
、
自
宅
療
養
者
の
情
報
通
信
に
よ

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
か
つ
機
動

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬

指
導
に
つ
い
て
、
初
診
も
含
め
て
実

施
で
き
る
よ
う
制
度
を
見
直
す
方
向

性
を
示
し
た（
９
頁
参
照
）。

「
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
の
確
保
」

で
は
、
医
療
用
マ
ス
ク
や
ガ
ウ
ン
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
消
毒
用
エ
タ

ノ
ー
ル
を
国
が
買
い
上
げ
、
医
療
機

関
等
に
優
先
配
布
す
る（
９
５
３
億

円
）ほ
か
、
再
利
用
可
能
な
布
製
マ

ス
ク
や
医
療
用
以
外
の
使
い
捨
て
マ

ス
ク
を
買
い
上
げ
、
高
齢
者
福
祉
施

設
、
障
害
者
福
祉
施
設
、
児
童
福
祉

施
設
等
に
配
布
す
る
。
ま
た
、
全
世

帯
を
対
象
に
１
住
所
当
た
り
２
枚
ず

つ
布
製
マ
ス
ク
を
配
布
す
る（
補
正

予
算
案
２
３
３
億
円
。
別
途
４
月
に

緊
急
配
布
す
る
分
２
３
３
億
円
を
予

備
費
に
計
上
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
等
へ
の
支
援（
１
８
８
億
円
）で

は
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
入
院
医
療
費（
自

己
負
担
分
）に
つ
い
て
、
公
費
負
担

す
る
。
ま
た
、
電
話
や
情
報
通
信
機

器
に
よ
る
服
薬
指
導
等
を
行
っ
た
患

者
に
対
し
て
薬
局
が
薬
剤
を
配
送
す

る
費
用
を
支
援
す
る
。
検
査
体
制
の

確
保（
49
億
円
）で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
に
係
る
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
け

る
検
査
費
及
び
保
険
適
用
さ
れ
た
検

査
の
自
己
負
担
分
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
動
向
調
査
等

に
要
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
小
学
校
等
の
臨
時
休
業
等
に
よ

り
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
保
護
者
を
支
援
す
る
助
成
金
・
支
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益
、
急
病
急
変
時
の
対
応
方
針
等
に

つ
い
て
、
患
者
に
十
分
に
情
報
提
供

し
、
説
明
し
た
う
え
で
、
そ
の
説
明

内
容
を
診
療
録
に
記
載
す
る
。

第
二
に
、
対
面
に
よ
る
診
療
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
電
話
や
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
診
療
し
た
医
療

機
関
が
速
や
か
に
対
面
診
療
に
移
行

す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
得
た

他
の
医
療
機
関
に
速
や
か
に
紹
介
す

る
。第

三
に
、
患
者
の
な
り
す
ま
し
や

虚
偽
の
申
告
に
よ
る
処
方
を
防
止
す

る
た
め
の
方
策
を
と
る
。
視
覚
情
報

を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診
療
を

す
る
際
に
は
、患
者
は
被
保
険
者
証
、

医
師
は
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

で
互
い
に
本
人
確
認
を
行
う
。
医
師

は
そ
の
資
格
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

電
話
で
診
療
を
す
る
際
に
は
、
患

者
が
医
療
機
関
に
被
保
険
者
証
の
写

し
を
フ
ァ
ク
ス
で
送
る
、
被
保
険
者

証
を
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
を
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
付
す
る
な
ど

の
方
法
で
受
給
資
格
を
確
認
す
る
。

こ
の
方
法
が
困
難
な
場
合
に
は
、
電

話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先（
電

初
診
患
者
も
対
象
に

≪
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
≫

規
制
改
革
推
進
会
議（
議
長
＝
小

林
喜
光
氏
）は
４
月
７
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
や
電
話
に
よ
る
診
療
・
服
薬
指

導
が
、
希
望
す
る
患
者
に
よ
っ
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
直
ち
に
見
直
す
べ

き
旨
の
意
見
書
を
書
面
議
決
で
ま
と

め
た
。「
緊
急
経
済
対
策
」で
は
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
に
つ
い

て
実
施
す
べ
き
事
項
」
と
し
て
意
見

書
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
盛
り
込

ん
だ
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
は

４
月
10
日
付
で
医
政
局
医
事
課
と
医

薬
・
生
活
衛
生
局
総
務
課
の
連
名
で

事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
際
し
て
の
電
話
や

情
報
通
信
機
器
を
用
い
た
診
療
等
の

時
限
的
・
特
例
的
な
取
扱
い
に
つ
い

て
」
を
発
出
し
た
。

患
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
医
師
が

医
学
的
に
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た

範
囲
に
お
い
て
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
診
断
や
処
方
を
初
診
か
ら

認
め
る
。
た
だ
し
、
麻
薬
や
向
精
神

薬
の
処
方
は
禁
止
す
る
。

診
療
の
際
に
は
、
過
去
の
診
療
録

等（
診
療
録
、
診
療
情
報
提
供
書
、

地
域
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
健
康
診
断
の
結
果
等
）に
よ
っ

て
患
者
の
基
礎
疾
患
の
情
報
を
で
き

る
限
り
把
握
・
確
認
す
る
。
患
者
の

基
礎
疾
患
の
情
報
が
把
握
で
き
な
い

場
合
に
も
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
診
療
を
認
め
る
が
、
処
方
日
数
の

上
限
を
７
日
間
と
す
る
。
薬
剤
管
理

指
導
料
１
の
対
象
と
な
る
ハ
イ
リ
ス

ク
薬（
抗
悪
性
腫
瘍
剤
、
免
疫
抑
制

剤
等
）の
処
方
は
禁
止
す
る
。

な
お
、
医
師
が
電
話
や
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
診
断
や
処
方
が
困
難
で
あ

る
と
判
断
し
、
対
面
診
療
を
促
し
た

り
、
他
の
医
療
機
関
を
紹
介
し
た
り

す
る
こ
と
は
、受
診
勧
奨
に
該
当
し
、

医
師
法
に
規
定
す
る
応
召
義
務
違
反

と
は
な
ら
な
い
。

初
診
か
ら
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
診
療
を
す
る
場
合
に
は
、
次
の

三
つ
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
一
に
、
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
診
療
が
適
し
て
い
な
い
症
状
や

疾
病
、
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
不
利

話
番
号
、
住
所
、
勤
務
先
等
）、
被

保
険
者
証
の
記
載
事
項（
保
険
者
名
、

保
険
者
番
号
、
記
号
、
番
号
等
）を

確
認
す
る
。

虚
偽
の
申
告
に
よ
る
処
方
が
疑
わ

れ
る
事
例
が
あ
っ
た
場
合
は
、
医
療

機
関
が
そ
の
旨
を
所
在
地
の
都
道
府

県
に
報
告
す
る
。
都
道
府
県
は
、
医

療
機
関
に
注
意
喚
起
す
る
な
ど
、
同

様
の
事
例
の
発
生
の
防
止
に
努
め

る
。
な
お
、
患
者
は
、
銀
行
振
込
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
等
で
一
部

負
担
金
を
支
払
っ
て
も
よ
い
。

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診
療

や
受
診
勧
奨
を
行
う
医
療
機
関
は
、

そ
の
実
施
状
況
を
都
道
府
県
に
毎
月

報
告
し
、
都
道
府
県
は
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
て
厚
労
省
に
報
告
す
る
。

ま
た
、
厚
労
省
は
電
話
や
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
診
療
を
受
け
ら
れ
る
医

療
機
関
の
リ
ス
ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
、
国
民
・
患
者
に
情
報
を

提
供
す
る
。
都
道
府
県
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
住
民
や
医
療
関
係
者
に

周
知
す
る
。
医
療
機
関
は
、
電
話
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
診
療
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
広
告
し
て
も
よ
い
。

医
療
機
関
か
ら
フ
ァ
ク
ス
等
で
処
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が
あ
る
が
、
当
面
の
間
は
、
こ
の
要

件
を
適
用
し
な
い
。
こ
の
部
分
に
関

し
て
の
み
、
14
日
付
の
事
務
連
絡
で

周
知
し
た
。

減
免
等
へ
財
政
支
援

≪
社
会
保
険
料
等
の
減
免
・
猶
予
≫

緊
急
経
済
対
策
で
は
、
事
業
継
続

に
困
っ
て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
等
へ
の
支
援
と
し
て
、「
収
入
が

減
少
し
た
事
業
者
の
社
会
保
険
料
の

納
付
猶
予（
税
制
措
置
と
同
様
の
対

応
）」、
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
や

個
人
へ
の
支
援
と
し
て
、「
国
民
健

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
減
免

を
行
っ
た
市
町
村
等
に
対
す
る
財
政

支
援
」、「
収
入
が
下
が
っ
た
方
に
対

す
る
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
」
を

行
う
と
し
て
い
る
。

厚
労
省
補
正
予
算
案
で
は
、
国
民

保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
減
免
を

行
っ
た
市
町
村
等
に
対
す
る
財
政
支

援
と
し
て
３
６
５
億
円
を
計
上
し
て

お
り
、
こ
の
う
ち
市
町
村
国
保
分
が

２
２
０
億
円
、
国
保
組
合
分
が
40
億

円
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
分
が
８
・

５
億
円
、
介
護
保
険
分
が
96
億
円
と

は
、
初
診
料
と
し
て
２
１
４
点
を
算

定
す
る
。
通
常
の
初
診
料
は
２
８
８

点
で
あ
る
が
、
紹
介
率
が
低
い
大
病

院
や
医
薬
品
取
引
価
格
の
妥
結
率
が

低
い
医
療
機
関
の
初
診
料
は
２
１
４

点
で
あ
り
、こ
の
点
数
を
準
用
し
た
。

初
診
料
の
各
加
算
は
算
定
で
き
な
い

が
、
処
方
料（
42
点
）、
処
方
箋
料

（
68
点
）は
算
定
で
き
る

い
わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
管
理

料
が
算
定
可
能
な
管
理
料
等（
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
、
生
活
習
慣
病
管

理
料
等
）を
以
前
か
ら
算
定
し
て
い

た
慢
性
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
電
話

や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
医
学
管
理

を
実
施
し
た
場
合
は
、
１
４
７
点
を

算
定
す
る
。
許
可
病
床
が
１
０
０
床

未
満
の
病
院
の
特
定
疾
患
療
養
管
理

料
の
点
数
を
準
用
し
た
。

薬
局
が
電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
服
薬
指
導
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
調
剤
技
術
料
、
薬
剤
料
、
特
定

保
険
医
療
材
料
料
、
薬
剤
服
用
歴
管

理
指
導
料
等
を
算
定
で
き
る
。

ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
に
は
、

再
診
料
と
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
の
算

定
回
数
に
占
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

料
の
割
合
を
１
割
以
下
と
す
る
要
件

方
箋
を
受
け
取
っ
た
薬
局
が
電
話
や

オ
ン
ラ
イ
ン
で
服
薬
指
導
等
を
実
施

す
る
こ
と
も
認
め
る
。
薬
剤
は
、
品

質
が
保
持
で
き
、
確
実
に
授
与
さ
れ

る
方
法
で
患
者
に
配
送
す
る
。
配
送

後
に
は
、
患
者
に
電
話
等
で
授
与
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

事
務
連
絡
に
示
さ
れ
た
こ
れ
ら
の

対
応
は
、
感
染
が
収
束
す
る
ま
で
の

間
に
限
定
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
原
則

と
し
て
３
か
月
ご
と
に
改
善
の
た
め

の
検
証
を
行
う
。

初
診
料
は
２
１
４
点
に

事
務
連
絡
が
出
た
こ
と
を
踏
ま

え
、中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会（
会

長
＝
小
塩
隆
士
氏
）は
４
月
10
日
、

持
ち
回
り
で
総
会
を
開
き
、
電
話
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
初
診
等
に
対
す

る
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い

を
決
め
た
。
厚
労
省
は
同
日
付
で
保

険
局
医
療
課
名
の
事
務
連
絡
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
診

療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
に
つ

い
て（
そ
の
10
）」
を
出
し
、
そ
の
内

容
を
周
知
し
た
。

電
話
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
初
診

な
っ
て
い
る
。

医
療
保
険
に
お
け
る
対
応
を
み
る

と
、
国
保
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料（
税
）の
減
免
は
、各
保
険
者
・

広
域
連
合
が
条
例
等
に
基
づ
き
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
厚
労
省
は
保

険
者
等
が
定
め
た
条
例
に
基
づ
い
て

実
施
し
た
減
免
措
置
に
対
し
て
財
政

支
援
を
行
う
。

減
免
の
対
象
世
帯
及
び
基
準
額
に

つ
い
て
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
主
た
る
生
計
維
持

者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
世
帯
は
「
全
額
」
免
除
、
②

同
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
主
た
る
生

計
維
持
者
の
事
業
収
入
や
給
与
収
入

等
が
前
年
収
入
よ
り
30
％
以
上
減
少

が
見
込
ま
れ
諸
要
件
に
該
当
し
た
場

合
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
応

じ
て
減
免（
３
０
０
万
円
以
下
は
全

額
、
４
０
０
万
円
以
下
は
80
％
、
５

５
０
万
円
以
下
は
60
％
、
７
５
０
万

円
以
下
は
40
％
、
１
０
０
０
万
円
以

下
は
20
％
）を
行
う
。

健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
現
行
法

に
保
険
料
の
減
免
規
定
は
な
く
、
ま

た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
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は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
の

事
業
所
に
発
生
し
た
状
況
に
応
じ

て
、
従
来
ど
お
り
、
各
保
険
者
に
お

い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た

い
」
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
緊
急
経
済
対
策

で
は
、
国
税
関
係
法
を
改
正
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

た
め
の
措
置
に
起
因
し
て
多
く
の
事

業
者
の
収
入
が
急
減
し
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
無
担
保
か
つ
延
滞
税
な

し
で
１
年
間
、
納
税
を
猶
予
す
る
特

例
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り（
図

表
２
）、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
社
会

保
険
料
も
こ
の
特
例
と
同
様
の
取
扱

い
と
な
る
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
２
０
２
０
年
２
月

か
ら
納
期
限
ま
で
の
一
定
期
間（
１

か
月
以
上
）に
お
い
て
、
収
入
が
大

幅
に
減
少
し
た
場
合（
前
年
同
期
比

概
ね
20
％
以
上
減
）、
１
年
間
、
保

険
料
納
付
を
猶
予
す
る
。
そ
の
際
、

延
滞
金
は
生
じ
な
い
。

厚
労
省
で
は
、
同
関
連
法
案
成
立

後
、
保
険
者
に
対
し
て
通
知
等
で
詳

細
を
示
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
保
険
料
の
納
付
猶
予
は
事

業
所
の
申
請
に
基
づ
き
、
保
険
者
が

判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
任
意
継
続
被
保
険
者（
特

例
退
職
被
保
険
者
を
含
む
）に
対
す

る
納
期
限
に
つ
い
て
、現
行
法
で
は
、

納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
か
っ
た

場
合
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
資
格
喪
失
す
る
取
扱
い
と
な
っ

て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
納
付
の
遅
延
は
、「
正

当
な
理
由
に
あ
た
る
も
の
と
認
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
、
各

保
険
者
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
求

め
て
い
る
。

介
護
納
付
金
猶
予
は
未
定

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
各
保
険
者

が
条
例
に
基
づ
き
行
っ
た
第
１
号
保

険
料
の
減
免
措
置
に
対
し
て
、
財
政

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
国
保
保
険
料
等
と
同
様

に
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死

亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世

帯
は
「
全
額
」
免
除
、
②
同
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
や
給
与
収
入
等
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
諸
要
件
に
該
当
し
た

こ
と
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
法
律
に

特
段
の
規
定
が
な
い
場
合
は
「
国
税

徴
収
の
例
に
よ
り
徴
収
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

厚
労
省
保
険
局
保
険
課
の
３
月
10

日
付
の
事
務
連
絡
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
伴
う
保
険

料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
で
は
、

「
事
業
所
に
対
す
る
保
険
料
の
納
期

限
の
延
長
及
び
納
付
猶
予
に
つ
い
て

図表２　新型コロナウイルスの感染拡大に伴う納税猶予の特例（案）

○　イベントの自粛要請や入国制限措置など、新型コロナウイルスの感染拡大
防止のための措置に起因して多くの事業者の収入が急減しているという現下の

状況を踏まえ、無担保かつ延滞税なしで1年間、納税を猶予する特例を設ける。

　※�　基本的に全ての税目が対象（印紙で納付する印紙税等は除く）。社会保険料についても、
基本的に「国税の徴収の例による」こととされているため同様の扱いが可能となる。

　※�　本特例は、2020年２月１日から2021年１月31日までに納期限が到来する国税について適
用する。その際、施行日前に納期限が到来している国税についても遡及して適用すること
ができることとする。

現行（財産の損失が生じていない場合（注）） 特例（案）

○�　一定の期間（原則１年）において、大幅
な赤字が発生した場合に納税を猶予。

○�　一時の納税ができないと認められる場合
に適用。
・向こう１か月の事業資金を考慮。
・�収支や財産状況を示す書類の提出が必要。提出が
困難な場合は口頭説明も可（柔軟な運用）。

○　原則として、担保の提供が必要。
○　延滞税は軽減（年1.6％）。

○�　2020年２月から納期限までの一定の期
間（１か月以上）において、収入が大幅に
減少※した場合について１年間納税を猶予。
※　前年同期比概ね20％以上の減

○�　一時の納税が困難と認められる場合に適
用。
・�少なくとも向こう半年間の事業資金を考慮するな
ど納税者の置かれた状況に配慮し適切に対応。

・左記柔軟な運用を継続。

○　担保は不要。
○　延滞税は免除。

（注）新型コロナウイルス感染症の影響により財産に損失が生じた場合は現状でも延滞税は免除。
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の
範
囲
内
で
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る（
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
、
最
長
２
年
以
内
の
延
長
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
）。
た
だ

し
、
原
則
と
し
て
、
猶
予
を
受
け
よ

う
と
す
る
金
額
に
相
当
す
る
担
保
の

提
供
が
必
要
で
あ
る
。

緊
急
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た

対
応
に
関
し
て
は
、
厚
生
年
金
保
険

法
に
お
い
て
も
、「
法
律
に
別
段
の

規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
国
税
徴

収
の
例
に
よ
り
徴
収
す
る
」
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
保
険
と
同

様
に
、
２
０
２
０
年
２
月
か
ら
納
期

限
ま
で
の
一
定
期
間（
１
か
月
以
上
）

に
お
い
て
、
収
入
が
大
幅
に
減
少
し

た
場
合（
前
年
同
期
比
概
ね
20
％
以

上
減
）、
１
年
間
納
付
を
猶
予
す
る

取
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

緊
急
経
済
対
策
に
は
様
々
な
施
策

が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
ま
ず
は
感
染

拡
大
防
止
と
医
療
提
供
体
制
の
整

備
、
雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続
と

い
う
「
緊
急
支
援
フ
ェ
ー
ズ
」
に
係

る
施
策
を
一
刻
も
早
く
前
に
進
め
、

社
会
的
な
不
安
を
最
小
化
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

第
２
章　

取
り
組
む
施
策

Ⅰ�

．
感
染
拡
大
防
止
策
と
医
療
提

供
体
制
の
整
備
及
び
治
療
薬
の

開
発

１
．
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
の
確
保

国
内
で
マ
ス
ク
・
消
毒
液
等
を
製
造

す
る
企
業
に
対
し
て
生
産
設
備
へ
の
投

資
を
支
援
す
る
こ
と
で
更
な
る
増
産
に

取
り
組
み
、
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
月
７

億
枚
を
超
え
る
供
給
を
確
保
す
る
な

ど
、
例
年
の
需
要
を
上
回
る
供
給
量
を

確
保
す
る
。

そ
の
上
で
、
マ
ス
ク
等
の
衛
生
資
材

を
、
介
護
施
設
、
障
害
者
福
祉
施
設
、

保
育
所
及
び
学
校
等
に
配
布
す
る
。
布

製
マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
よ
る

買
上
げ
に
よ
り
、
介
護
施
設
利
用
者
等

及
び
妊
婦
に
対
し
て
、
順
次
、
必
要
な

枚
数
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別

支
援
学
校
・
高
等
専
修
学
校
等
の
児
童
・

生
徒
及
び
教
職
員
に
対
し
て
、
４
月
以

降
、
１
人
２
枚
配
布
す
る
。
加
え
て
、

全
国
で
５
０
０
０
万
余
り
の
世
帯
全
て

を
対
象
に
１
住
所
当
た
り
２
枚
配
布
す

る
。

ま
た
、
学
校
等
に
お
い
て
、
衛
生
環

境
を
改
善
し
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
低
減

さ
せ
る
。

・
介
護
施
設
利
用
者
等
及
び
妊
婦
へ
の

布
製
マ
ス
ク
の
配
布
等（
厚
生
労
働
省
）

・
学
校
や
児
童
福
祉
施
設
等
に
お
け
る

マ
ス
ク
購
入
等
の
感
染
拡
大
防
止
に
係

る
支
援（
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、

内
閣
府
）

・
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
布
製
マ
ス
ク

の
配
布（
厚
生
労
働
省
）

２
．
検
査
体
制
の
強
化
と
感
染
の
早
期

発
見Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
検
査
機
器
の
導
入
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
検
査
機
関
・
医
療

機
関
等
に
お
け
る
簡
易
検
査
等
の
迅
速

な
検
査
を
促
進
し
、
検
査
能
力
を
一
層

増
強
す
る
と
と
も
に
、
保
険
適
用
自
己

負
担
分
の
公
費
負
担
を
引
き
続
き
実
施

す
る
な
ど
、
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
確
実
に
受
け
ら
れ
る
体
制

を
確
保
す
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
に
加

え
て
、
抗
体
法
、
抗
原
法
の
検
査
手
法

の
開
発
と
検
査
に
必
要
な
資
材
の
確
保

を
進
め
る
。
国
と
地
方
自
治
体
の
連
携

の
下
、
保
健
所
の
体
制
強
化
に
迅
速
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
ク
ラ
ス

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
集
団
感
染
の
早
期
特

場
合
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に

応
じ
て
減
免（
２
０
０
万
円
以
下
や

失
業
・
事
業
の
廃
止
時
は
全
額
、
２

０
０
万
円
超
は
80
％
）を
行
う
。

介
護
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
法
に
医
療
保
険
者
が
納
付
困
難

な
場
合
に
１
年
以
内
で
一
部
納
付
を

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
は
あ

る
が
、
今
回
措
置
の
対
象
と
す
る
か

は
現
時
点
で
未
定
で
あ
る
。

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

現
行
で
も
減
免
・
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
所

得
基
準
を
踏
ま
え
、
全
額
免
除
、
４

分
の
３
免
除
、
２
分
の
１
免
除
、
４

分
の
１
免
除
、
納
付
猶
予
が
受
け
ら

れ
る
。
他
方
、緊
急
経
済
対
策
の「
収

入
が
下
が
っ
た
方
に
対
す
る
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
収
入
要
件
や
年
金
額
へ
の
反

映
等
の
詳
細
を
検
討
中
で
あ
る
。

厚
生
年
金
保
険
料（
協
会
け
ん
ぽ

の
健
康
保
険
料
を
含
む
）に
つ
い
て

は
現
行
の
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
、

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
継
続

等
を
困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
な

ど
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、
１
年

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
（
抜
粋
）

�

２
０
２
０
年
４
月
７
日　

閣
議
決
定
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定
を
促
進
し
、
患
者
の
早
期
発
見
と
重

症
化
予
防
に
つ
な
げ
る
。

・
全
国
の
検
疫
所
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
機
器
の
配
備
等
に
よ
る
検
疫
・
検
査

体
制
の
強
化（
厚
生
労
働
省
）

・
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
お
け
る
自
己
負
担

分
の
公
費
負
担
に
よ
る
検
査
等
の
着
実

な
実
施（
厚
生
労
働
省
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
ゲ
ノ

ム
解
析
等
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
体
制
整
備
事
業（
厚
生
労
働
省
）

・
感
染
地
域
へ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
専
門

家
の
派
遣（
厚
生
労
働
省
）

３
．
医
療
提
供
体
制
の
強
化

感
染
者
の
更
な
る
急
増
に
備
え
、
重

症
者
へ
の
医
療
に
重
点
を
置
く
医
療
提

供
体
制
を
早
急
に
整
備
す
る
。

ま
ず
、
病
床
の
確
保
や
医
療
機
器
の

整
備
、
呼
吸
器
疾
患
の
専
門
医
・
看
護

師
等
の
確
保
、
ガ
ウ
ン
等
の
医
療
資
材

の
確
保
も
含
め
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
両
面
か

ら
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
。
具
体
的
に

は
、
全
国
で
感
染
症
指
定
医
療
機
関
等

の
病
床
を
更
に
積
み
増
し
、
緊
急
時
に

は
５
万
を
超
え
る
病
床
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
重
症
者
の
治
療
に
必
要
と
な

る
人
工
呼
吸
器
・
人
工
肺
の
更
な
る
整

備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
医
療
用
マ
ス

ク
を
全
国
の
医
療
機
関
等
に
対
し
て
４

月
中
に
追
加
で
１
５
０
０
万
枚
を
配
布

す
る
な
ど
、
医
療
用
マ
ス
ク
・
ガ
ウ
ン

等
を
国
に
お
い
て
確
保
し
、
必
要
な
医

療
機
関
等
に
対
し
て
優
先
配
布
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
患
者
を
受
け
入
れ
る
医
療

機
関
に
つ
い
て
、診
療
報
酬
に
お
い
て
、

感
染
防
止
に
留
意
し
た
対
応
等
を
特
例

的
に
評
価
す
る
。
重
症
肺
炎
の
症
例
の

蓄
積
と
共
有
に
取
り
組
む
。

・
国
立
病
院
機
構（
Ｎ
Ｈ
Ｏ
）及
び
地
域

医
療
機
能
推
進
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）に
お

け
る
医
療
提
供
体
制
の
整
備（
厚
生
労

働
省
）

・
都
道
府
県
に
お
け
る
医
療
機
関
の
体

制（
病
床
・
人
工
呼
吸
器
・
人
工
肺
・

医
療
従
事
者
等
）及
び
軽
症
者
等
の
医

療
機
関
以
外
の
療
養
場
所
等
の
確
保

（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金（
仮
称
）」
の
創
設
）

（
厚
生
労
働
省
）

・「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
地

方
創
生
臨
時
交
付
金（
仮
称
）」
の
創
設

（
内
閣
府
）

・
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
チ
ー
ム
等
養
成
研
修
事
業

（
厚
生
労
働
省
）

・
医
療
機
関
等
へ
の
医
療
用
マ
ス
ク
・

ガ
ウ
ン
等
の
優
先
配
布（
厚
生
労
働
省
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

の
入
院
医
療
費
の
公
費
負
担（
厚
生
労

働
省
）

・
陽
性
無
症
状
患
者
及
び
軽
症
者
の
受

入
れ
可
能
な
施
設
の
整
備（
厚
生
労
働

省
、
警
察
庁
）

・
電
話
や
情
報
通
信
機
器
に
よ
る
服
薬

指
導
等
を
行
っ
た
患
者
に
対
し
て
薬
局

が
薬
剤
を
配
送
す
る
な
ど
の
費
用
の
支

援（
厚
生
労
働
省
）

・
全
国
の
病
院
の
医
療
提
供
体
制（
患

者
受
入
体
制
、
物
資
・
医
療
機
器
等
の

保
有
状
況
等
）や
生
活
関
連
施
設
の
必

要
物
資
の
状
況
等
を
関
係
機
関
で
効
率

的
に
把
握
・
共
有
す
る
仕
組
み
の
構
築
・

運
用（
厚
生
労
働
省
、
内
閣
官
房
）

・
医
療
提
供
の
場
の
確
保
の
た
め
の
病

院
船
の
活
用
の
検
討（
内
閣
府
、
厚
生

労
働
省
、
国
土
交
通
省
、
防
衛
省
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
服
薬
指
導
に
つ

い
て
実
施
す
べ
き
事
項

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急

激
に
拡
大
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
院

内
感
染
を
含
む
感
染
防
止
の
た
め
、
非

常
時
の
対
応
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・

電
話
に
よ
る
診
療
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
電

話
に
よ
る
服
薬
指
導
が
希
望
す
る
患
者

に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
直
ち
に
制

度
を
見
直
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
実

施
す
る
。

⑴　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
電
話
診
療
の

活
用

①
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
・
電
話
診
療
の
拡

充（
初
診
対
面
原
則
の
時
限
的
緩
和
・

診
療
報
酬
上
の
取
扱
い
の
見
直
し
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
が
拡
大
し
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
下
に
お
い

て
、
国
民
・
患
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
初
診
も

含
め
、
電
話
や
情
報
通
信
機
器（
以
下

「
電
話
等
」
と
い
う
。）で
医
療
機
関
へ

ア
ク
セ
ス
し
、
適
切
な
対
応
が
受
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
。
具
体
的
に

は
、
医
療
の
提
供
が
必
要
と
考
え
る
国

民
・
患
者
に
対
し
て
、
電
話
等
に
よ
り

ア
ク
セ
ス
可
能
な
医
療
機
関
又
は
医
療

機
関
の
窓
口
と
な
る
連
絡
先
等
の
情
報

を
提
供
す
る
体
制
を
整
備
し
つ
つ
、
当

該
情
報
に
基
づ
き
電
話
等
で
連
絡
し
た

患
者
に
対
し
て
、
対
応
す
る
医
療
機
関

の
医
師
は
電
話
等
に
よ
る
適
切
な
診
療

を
実
施
し
、
過
去
に
受
診
歴
が
あ
る
又

は
診
療
情
報
提
供
書
、
地
域
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
健
康
診
断
の
結
果
等
に
よ

り
基
礎
疾
患
の
情
報
が
把
握
で
き
て
い

る
患
者
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
判
断
で

診
断
や
処
方
を
行
う
。

さ
ら
に
、
過
去
に
受
診
歴
の
な
い
者

に
つ
い
て
、
医
療
機
関（
患
者
の
利
便

に
資
す
る
よ
う
都
道
府
県
を
経
由
し
て

厚
生
労
働
省
が
公
表
）の
電
話
等
に
よ

る
診
療
を
行
う
医
師
は
、
そ
の
判
断
に

よ
り
診
断
や
処
方
を
実
施
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
は
、
医
薬
品
の
横
流
し

等
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
、
医

薬
品
の
処
方
に
一
定
の
制
限
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
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な
お
、
電
話
等
に
よ
る
診
断
や
処
方

を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に

も
十
分
留
意
す
る
こ
と
と
す
る
。

・
電
話
等
に
よ
る
診
療
を
行
う
場
合

は
、
医
師
が
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関

の
連
携
の
下
で
実
効
あ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
可
能
と
す
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
た
対
面
診
療
へ
の
移
行
や
あ
ら
か

じ
め
承
諾
を
得
た
他
医
療
機
関
に
紹
介

で
き
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

・
患
者
の
な
り
す
ま
し
の
防
止
や
虚
偽

の
申
告
に
よ
る
処
方
を
防
止
す
る
た
め

に
可
能
な
限
り
の
措
置
を
講
ず
る
。

さ
ら
に
、
電
話
等
に
よ
る
診
療
を
実

施
し
た
場
合
に
、
医
療
機
関
が
十
分
な

対
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
よ
り
実
施
・

提
供
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
下
に
お

い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
実
施
医
療

機
関
に
お
け
る
１
月
当
た
り
の
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
料
の
算
定
回
数
の
割
合
の
制

限（
１
割
以
下
）を
見
直
す
。

②
医
療
関
係
者
、
国
民
・
患
者
へ
の
周

知
徹
底

上
記
の
事
項
を
実
施
す
る
上
で
、
電

話
等
に
よ
る
診
療
に
つ
い
て
医
療
関
係

者
及
び
国
民
・
患
者
に
対
し
て
周
知
を

徹
底
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
電
話
等
に
よ

る
診
療
を
実
施
す
る
医
療
機
関
の
一
覧

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
、
逐
次

更
新
す
る
。

⑵　

オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
・
電
話
服

薬
指
導
の
活
用

①
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
・
電
話
服
薬

指
導
の
拡
充（
時
限
的
対
応
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
下
に
お
い
て
、
患
者
・
服
薬
情
報
に

基
づ
き
薬
剤
師
が
適
切
と
判
断
し
た
場

合
に
は
、
薬
剤
の
適
正
使
用
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
不
正
入
手
防
止
策
を
講

じ
た
上
で
、
当
該
患
者
が
電
話
等
に
よ

る
診
療
を
受
診
し
た
場
合
の
み
な
ら

ず
、
対
面
診
療
を
受
診
し
た
場
合
に
お

い
て
も
電
話
等
に
よ
る
服
薬
指
導
を
可

能
と
す
る
。

②
電
話
等
に
よ
る
受
診
勧
奨
時
の
一
般

医
薬
品
の
提
供

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
下
、
上
記
⑴
①
に
お
け
る
医
師
が
電

話
等
に
よ
り
患
者
に
対
し
て
一
般
用
医

薬
品
を
用
い
た
自
宅
療
養
等
の
助
言
等

を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
薬
局
等
は
当

該
患
者
の
求
め
に
応
じ
、
一
般
用
医
薬

品
を
患
者
宅
に
提
供
す
る
。

③
薬
局
、
医
療
関
係
者
及
び
国
民
・
患

者
へ
の
周
知
徹
底
等

上
記
の
事
項
を
実
施
す
る
上
で
、
電

話
等
に
よ
る
服
薬
指
導
及
び
薬
剤
の
配

送
に
つ
い
て
そ
の
実
施
方
法
等
を
具
体

化
・
明
確
化
し
つ
つ
、
全
て
の
薬
局
が

対
応
す
る
こ
と
を
含
め
、
薬
局
、
医
療

関
係
者
及
び
国
民
・
患
者
に
対
し
て
周

知
を
徹
底
す
る
。

⑶　

対
応
期
間
内
の
検
証

上
記
⑴
及
び
⑵
は
い
ず
れ
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大

し
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
状
況
下
に
あ
る
こ
と
に
鑑

み
て
時
限
的
な
対
応
と
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
感
染
が
収
束
す
る
ま
で

の
間
と
し
、
原
則
と
し
て
３
か
月
ご
と

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
の
状
況
や
、
⑴
及
び
⑵
の
実

用
性
と
実
効
性
確
保
の
観
点
、
医
療
安

全
等
の
観
点
か
ら
改
善
の
た
め
に
検
証

を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
、
都
道

府
県
単
位
の
協
議
会
が
実
績
や
地
域
と

の
連
携
状
況
に
つ
い
て
の
評
価
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

４
．
治
療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
加
速

・
ア
ビ
ガ
ン
生
産
の
た
め
の
設
備
整
備

事
業（
経
済
産
業
省
）

・
フ
サ
ン
等
の
既
存
治
療
薬
の
治
療
効

果
及
び
安
全
性
等
の
検
討（
厚
生
労
働

省
）

・
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
）へ
の
出
資
・
補
助
に
よ
る
治
療
薬
・

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
の
加
速（
内
閣
府
、

文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
）

６
．
情
報
発
信
の
充
実

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設
に
よ
る
広
報

の
強
化（
内
閣
官
房
）

・
国
民
の
不
安
や
疑
問
に
対
応
す
る
た

め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置（
厚
生

労
働
省
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

応
し
た
心
の
ケ
ア
支
援（
厚
生
労
働
省
）

８
．
学
校
の
臨
時
休
業
等
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
環
境
整
備

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
・
支
援

金（
厚
生
労
働
省
）

Ⅱ
．
雇
用
の
維
持
と
事
業
の
継
続

１
．
雇
用
の
維
持

国
民
生
活
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
雇

用
の
維
持
に
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
。
こ
の
た
め
、
雇
用
調
整

助
成
金
に
つ
い
て
、緊
急
対
応
期
間（
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま

で
）に
お
い
て
、
助
成
率
を
、
中
小
企

業
は
５
分
の
４
、
大
企
業
は
３
分
の
２

に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
解
雇
等
を
行
わ

な
い
場
合
に
は
、
中
小
企
業
は
10
分
の

９
、
大
企
業
は
４
分
の
３
と
す
る
と
と

も
に
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
で
な
い
非

正
規
雇
用
労
働
者
も
対
象
と
す
る
な
ど

の
拡
充
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
、
制
度
を

利
用
す
る
事
業
者
の
利
便
の
た
め
、
残

業
相
殺
の
停
止
、
支
給
迅
速
化
の
た
め

の
事
務
処
理
体
制
の
強
化
、
手
続
の
簡

素
化
を
行
う
。

内
定
が
取
り
消
さ
れ
た
学
生
等
の
早
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期
就
職
支
援
の
た
め
、
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
新
卒
者
等
を
対
象
と
し

た
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
外
国
人
労

働
者
等
向
け
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け

る
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

・
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
更

な
る
拡
大（
厚
生
労
働
省
）

・
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る

内
定
取
消
者
に
対
す
る
特
別
相
談
窓
口

の
設
置（
厚
生
労
働
省
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
外
国
人
労

働
者
、
事
業
主
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
、

就
職
支
援
又
は
住
居
・
生
活
支
援
を
必

要
と
す
る
求
職
者
等
に
対
す
る
相
談
支

援
体
制
等
の
強
化（
厚
生
労
働
省
）

２
．
資
金
繰
り
対
策

・
医
療
・
福
祉
事
業
者
へ
の
資
金
繰
り

支
援
の
拡
充（
厚
生
労
働
省
、
内
閣
府
）

３
．
事
業
継
続
に
困
っ
て
い
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
等
へ
の
支
援

・
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
に
対
す
る

新
た
な
給
付
金（
持
続
化
給
付
金（
仮

称
））（
経
済
産
業
省
）

・
収
入
が
減
少
し
た
事
業
者
の
社
会
保

険
料
の
納
付
猶
予（
税
制
措
置
）と
同
様

の
対
応
）（
厚
生
労
働
省
）

４
．
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
や
個
人

へ
の
支
援

感
染
症
の
影
響
を
受
け
収
入
が
減
少

し
、
事
態
収
束
も
見
通
せ
ず
に
日
々
の

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
々
に
対
し
、

迅
速
に
、
手
厚
い
、
思
い
切
っ
た
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
る
観
点
か
ら
、
休
業

等
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
生
活
維

持
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
迅
速
に
交

付
す
る
新
し
い
給
付
金
制
度
を
創
設
す

る
。
ま
た
、子
育
て
世
帯
に
関
し
て
は
、

児
童
手
当（
本
則
給
付
）を
受
給
す
る
世

帯
に
対
し
、
そ
の
対
象
児
童
一
人
あ
た

り
１
万
円
を
上
乗
せ
す
る
臨
時
特
別
の

給
付
金
を
支
給
す
る
。
こ
れ
ら
の
給
付

金
に
つ
い
て
、
所
得
税
及
び
個
人
住
民

税
を
非
課
税
と
す
る
措
置
等
を
講
ず

る
。
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
定
程
度

収
入
が
下
が
っ
た
方
々
等
に
対
し
て
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
等
の
保
険

料
の
免
除
等
を
行
う
。
ま
た
、
収
入
の

減
少
に
よ
り
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い
る

方
に
対
す
る
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例

を
継
続
的
に
実
施
す
る
観
点
か
ら
必
要

な
予
算
を
確
保
す
る
。

・
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
対
す
る

新
た
な
給
付
金（
生
活
支
援
臨
時
給
付

金（
仮
称
））（
総
務
省
）

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

（
内
閣
府
）

・
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等

の
減
免
を
行
っ
た
市
町
村
等
に
対
す
る

財
政
支
援（
厚
生
労
働
省
）

・
収
入
が
下
が
っ
た
方
に
対
す
る
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除（
厚
生
労
働
省
）

・
個
人
向
け
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例

貸
付
の
継
続（
厚
生
労
働
省
）

・
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
対
象
見
直

し
に
よ
る
支
援
の
拡
充（
厚
生
労
働
省
）

５
．
税
制
措
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
我

が
国
社
会
経
済
に
与
え
る
影
響
が
甚
大

な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
感
染
症

及
び
そ
の
蔓
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
納
税
者
に
対
し
、
緊
急
に
必
要
な

税
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
要
請
や
入
国
制
限

措
置
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置
に
起
因

し
て
多
く
の
事
業
者
の
収
入
が
急
減
し

て
い
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
収
入

に
相
当
の
減
少
が
あ
っ
た
事
業
者
の
国

税
・
地
方
税
及
び
社
会
保
険
料
に
つ
い

て
、
無
担
保
か
つ
延
滞
税
な
し
で
１
年

間
、納
付
を
猶
予
す
る
特
例
を
設
け
る
。

ま
た
、
資
本
金
１
億
円
超
10
億
円
以
下

の
企
業
に
生
じ
た
欠
損
金
に
つ
い
て
、

欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
法
人
税
等
の

還
付
制
度
の
適
用
を
可
能
と
す
る
。

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
事
業

者
等
に
対
し
て
、
令
和
３
年
度
課
税
の

１
年
分
に
限
り
、
償
却
資
産
及
び
事
業

用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市

計
画
税
の
負
担
を
２
分
の
１
又
は
ゼ
ロ

と
す
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
新

規
に
設
備
投
資
を
行
う
中
小
事
業
者
等

を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
生
産
性
革
命

の
実
現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
の
拡
充
・
延
長
を
行
う
。
こ
れ
ら

の
措
置
に
よ
る
減
収
額
に
つ
い
て
は
、

全
額
国
費
で
補
塡
す
る
。

現
行
法
令
に
基
づ
く
期
限
の
延
長
や

納
付
の
猶
予
等
も
含
め
、
納
税
緩
和
措

置
等
が
早
期
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
、
国
民
か
ら
の
問
合
せ
や
相
談

を
待
つ
だ
け
で
な
く
周
知
広
報
を
積
極

的
に
行
う
と
と
も
に
、
申
請
や
審
査
の

手
続
を
極
力
簡
素
化
し
た
上
、
申
請
者

の
置
か
れ
た
事
情
に
配
慮
し
て
迅
速
か

つ
柔
軟
な
対
応
を
行
う
。

・
納
税
の
猶
予
制
度
の
特
例（
財
務
省
、

総
務
省
、
厚
生
労
働
省
）

Ⅲ�

．
次
の
段
階
と
し
て
の
官
民
を

挙
げ
た
経
済
活
動
の
回
復

Ⅳ
．
強
靱
な
経
済
構
造
の
構
築

Ⅴ
．
今
後
へ
の
備
え

感
染
症
の
状
況
や
経
済
動
向
を
踏
ま

え
、
必
要
な
対
策
を
躊
躇
な
く
講
じ
て

い
く
た
め
の
十
二
分
の
備
え
を
整
え
る

た
め
、こ
れ
ま
で
を
上
回
る
規
模
の「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備

費（
仮
称
）」
を
創
設
す
る
。
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